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G20 におけるクロスボーダー決済強化の動向 

～ 金融安定理事会（FSB）が計画の見直しを公表 ～ 

 

公益財団法人  国際通貨研究所 

経済調査部 上席研究員 宮川真一 

 

2023年 2月、金融安定理事会（FSB）は、それまで関係機関と共同で取り組んできた

「Enhancing Cross-border Payments」1の行動計画の内容を再定義した。このなかで、クロ

スボーダー決済強化のために中央銀行デジタル通貨（CBDC）等の新しい決済インフラ

の活用を探る作業については「2027 年までの目標達成に大きく寄与することはないだ

ろう」として、G20の優先行動計画の対象外とした。 

過去数年の G20 における取り組みを振り返ると、2020 年 10月、金融安定理事会（以

下、FSB）より「Enhancing Cross-border Payments」（以下、ロードマップ）が公表され、

クロスボーダー決済の 4つの課題（「費用」、「スピード」、「アクセス」、「透明性」）を解

決するための行動計画が定められた。行動計画は 5 つの重点分野（A～E）で構成。重点

分野 A～Dは既存の決済システム、重点分野 Eは新たな決済インフラを対象とし、国際

決済銀行（以下、BIS）等の関係機関を中心に計画に沿った取り組みが進められること

となった。 

ロードマップの公表後、一部作業内容や実施時期の変更等はあったものの、概ね計画

通りの進捗が報告されてきた。2021 年 10 月には重点分野 A の取り組み成果として、

FSBよりクロスボーダー決済の 4つの課題に対し、2027年末を期限（一部 2030年まで）

に達成すべき目標が設定され、FSB、決済市場インフラ委員会（CPMI）、世界銀行、国

際通貨基金（IMF）等が緊密に連携し、目標達成に向けた進捗状況を毎年 G20 に提供す

ることとされた。また、重点分野 B～E についても、それぞれの取り組み成果として、

現状把握、ガイドラインの作成、報告書の公表等が順次進められてきた。特に、世界の

100ヶ国以上で研究開発が進められているとされる中央銀行デジタル通貨（以下、CBDC）

のクロスボーダー決済への活用については、BISイノベーションハブを中心に各国の中

央銀行や商業銀行等が参加する実験が活発に行われており、その成り行きが注目されて

いた。  

2022年 10 月にも各重点分野について概ね計画通りの進捗が報告されたが、続く 2023
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年 2月、FSBは「Priority actions for achieving the G20 targets」2を公表。2027年の目標達

成のための最善の方法と判断したとして、ロードマップの内容を、3つの優先テーマ「1.

決済システムの相互運用性と拡張性」「2.規制・監督・監視の枠組み」「3.データとメッ

セージの標準化」と、「すべてのテーマに共通するアクション」として再定義し、既存

の決済システムを対象にした作業を優先する方針を明確にした（下表）。 

新たな決済インフラの活用を探る作業については、後に再開されるか、ロードマップ

外の様々な場で継続されるとし、優先テーマのうち「1.決済システムの相互運用性と拡

張性」に関する作業は、長期的に見れば CBDC を活用したクロスボーダー決済強化の

取り組みにも役立つとしている。 

表：行動計画の比較 

2020年 10月 

Enhancing Cross-border Payments 
 

2023年 2月 

Priority actions for achieving the G20 targets 

A.公共部門と民間部門のコミットメント  1.決済システムの相互運用性と拡張性 

B.規制・監督・監視の枠組みの調整  2.規制・監督・監視の枠組み 

C.既存決済インフラとアレンジメント  3.データとメッセージの標準化 

D.データと市場慣行  すべてのテーマに共通するアクション 

E.新たな決済インフラとアレンジメント   

（資料）金融安定理事会（FSB）資料より国際通貨研究所作成 

現時点では、CBDCを活用したクロスボーダー決済のプラットフォーム構築が具体化

したケースはまだない。一方、既存の決済システム同士を相互連携する動きが、アジア

地域内や、米国と欧州間等で出てきている。FSBによるクロスボーダー決済強化のため

の行動計画の見直しもあり、当面は、こうした国や地域間の既存の決済システム同士を

相互連携する動きが先行することになりそうだ。 

以上 
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